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るハノイＴ＆Ｔは、多様な業種に事業を展開する投資会社のＴ＆Ｔグループがメインスポンサーとなっている。同社会長兼ＣＥＯドー・クアン・ヒエン氏は大のサッカー好きで知られてい が、実は同氏はサイゴ ハノイバ ク（ＳＨＢ）の会長でもあり、しかもそのＳＨＢがダナン市にあ「ＳＨＢダナン」を所有している
ことから事情は複雑になる。この「一人のオーナー、二つのクラブ」問題は、日本でならばありえない話だが、本人は二〇一二年のインタビューで「二つの異 る会社がそれぞれを経営している、問題ない」と意に介さずの姿勢だ。　
Ｖリーグの各クラブは地域のク



























代がいよいよＶリーグ各クラブ（といっても、主には同じくＶリーグのＨＡＧＬクラブ）に加入したことから、Ｖリーグをみる観客にも変化が現れ始めた。ＨＡＧＬはＶリーグで初めてシーズンチケットを販売、好調な売れ行きをみせた。シーズンチケット購入者にはチームユニフォ ム ついくるなど、経営として 単なるスポンサーからの資本注入だけでない、観戦してくれるサポ ターからの収入を生む体制を築きつつある。リーグの冠スポンサ にもトヨタが名乗りを上げ、リーグの注
目度が高まったことを印象づける。　
また、ＪＦＡ（日本サッカー協
会）とＶＦＦの提携に基づき、二◯一四年五月にベトナム代表監督にＪリーグで監督を務めた三浦俊也氏が就任して以降、表チームも好調なこ がサポーターの期待をさらに膨らませる。フル代表はスズキカップで決勝トーナメント進出、前記Ｕ―
19の
ホープも参加して編成された五輪代表（Ｕ―
23）も、二◯一五年三
月の五輪予選を兼ねたＡＦＣ Ｕ―
23選手権一次予選で強豪日本と
同組ながらも二位を確保し、カタールで行われる本選出場（リオ五輪最終予選）を決めた。　
企業スポンサー優位という現状
には変わりがないが、民間経営者の先見の明から生まれた若い力と、日本との交流がきっかけとなってできた新風で、ベトナムサッカー人気に追い風が来ていることは確かだ。海外サッカーばかりでなく、国内サッカーにも注目しようともう一度目を向けてくれているサポーターに、これからは国内リーグの各チームがどれだけ応えられるだろうか。（いまい
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